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東日本大震災で被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
またルーテル教会救援の活動にご理 解 ・ ご協力いただいている 
皆さまに心より感謝いたします。 

 ・ルーテル教会救援対策本部（事務局現住所：東京都新宿区市谷）  
  本部長　青田勇（日本福音ルーテル教会副議長） 

 ・ルーテル支援センターとなりびと（事務局現住所：宮城県仙台市青葉区宮町） 
  派遣牧師　    伊藤文雄　（4月から野口勝彦）

　支援コーディネーター　立野泰博
  スタッフ　 
   佐藤文敬 （現地責任者）・千葉一・抱井昌史・濱村美鹿子・佐々木潤
　　　　　   西田ちゆき・鶴見正和・押野美穂　以上10名（2月末現在）

4. 物資支援の実績 

              

東日本大震災ルーテル教会救 援 （通称：ルーテル教会救援 ） 
概要 

（英語名：Japan Lutheran Emergency Relief JLER） 

  

1. 活動地域 
 

2. 概要 

3. ボランティア受け入れ

２月  17名 （教会16名［うちアメリカ1名、バスボランティア８名含む／一般1名］）　

 ２月 総数 8件 (直接支援 3件／間接支援 5件)     

宮城県（気仙沼市、石巻市、東松島市、登米市）　
福島県（南相馬市）

5. 仮設支援の実績 

東日本大震災による被災者支援のため、2011年3月24日、日本福音ルーテル教会・日本ルーテル教団・近畿福音ルーテル
教会・西日本福音ルーテル教会の４教会による「ルーテル教会救援対策本部」（JLER）が組織されました。
本部は、日本福音ルーテル教会の事務局(東京・市谷)に設置されています。

お茶っこ会に向けて、全国からご支援を頂いています。

 

お茶会　２月 14回開催  (のべ124名参加)

気仙沼支援に関わって下さっていた木村理
恵さんが、活動を終了されました。ありがとう
ございました。

  2012年2月度 活動報告　(2012年4月7日発行)

 

　 　震災から１年を迎えました。 「もう1年」と「まだ１年」が
入り交じる、あっという間のような、とても長かったような
１年でした。 仮設住宅や借り上げ住宅での日々は落ち着
いたもののようにも思えますが、失ったものへの想い・こ
れからの暮らしへの不安など、目に見えない心の中には、
さまざまな想いがあるように思います。これからまた１年
被災地の皆さまに寄り添い、活動を続けて参ります。 
　2012年2月の活動をご報告いたします。

    お茶っこ会では、毎回お茶とお茶菓子をお出しします。 「今日は名古屋から」「今日は静岡から」
と、各地の特色あるお菓子に、全国の方が見守って下さっていることを改めて感じ、被災地の皆さ
まが感謝してくださいます。静岡・袋井からは「男はつらいよ」のビデオセットを頂きました。お茶っ
こ会の午後、手芸をやる傍らでビデオを流しています。 フト手を止めたおりや、手芸をなさらない
方は、ビデオに見入っています。皆さまのご協力に、心より感謝申し上げます。


